
情
勢
は
待
っ
た
な
し

朝
日
新
聞
社
の
全
国
世
論
調
査

で
、
菅
内
閣
の
支
持
率
は
、
28
％
と

な
り
ま
し
た
。
不
支
持
は
53
％
で
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
直
前
の
支
持

31
％
、
不
支
持
49
％
か
ら
さ
ら
に
悪

化
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
世
論
調

査
で
も
、
支
持
率
が
低
下
し
て
お
り
、

政
権
維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
９
月
30
日
に
、
自
民
党
総

裁
任
期
満
了
を
控
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
早
け
れ
ば
９
月
上
旬
、
遅
く
て

10
月
か
ら
11
月
ご
ろ
に
衆
議
院
総

選
挙
が
実
施
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

県
労
連
総
選
挙
方
針

私
た
ち
の
要
求
の
根
本
に
は「
政
治
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、
私
た
ち
の
運

動
に
よ
っ
て
、
35
人
学
級
の
実
現
な

ど
、
一
部
で
は
要
求
の
前
進
を
勝
ち

取
っ
て
い
ま
す
が
、
労
働
分
野
、
社
会

保
障
、
そ
し
て
憲
法
、
ど
れ
を
取
っ
て

も
菅
政
権
は
私
た
ち
の
要
求
か
ら
か

け
離
れ
た
政
策
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。
選
挙
は
、
私
た
ち
の
要
求
や
意

思
を
示
す
最
も
直
接
的
な
行
動
で

す
。県

労
連
は
、
２
月
に
開
催
し
た
第

35
回
中
央
委
員
会
の
決
定
方
針
に

基
づ
き
、
菅
政
権
か
ら
の
転
換
を
果

た
す
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
職
場

で
も
、
職
場
の
実
態
や
願
い
と
合
わ

せ
た
議
論
で
、
選
挙
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

市
民
連
合
が
提
言
を
発
表

６
月
14
日
、「
安
保
法
制
の
廃
止
と

立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民

連
合
（以
下
、
市
民
連
合
）」が
、
衆

議
院
選
挙
に
お
け
る
立
憲
野
党
共

通
政
策
の
提
言
を
発
表
し
ま
し
た

（下
）。
こ
の
提
言
を
基
に
、
中
央
段

階
で
協
定
が
結
ば
れ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
高
知
県
で
は
、
高
知
憲
法
ア

ク
シ
ョ
ン
が
提
言
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
た
も
の
を
現
在
作
成
中
で
す
。
ま

ず
は
、
市
民
連
合
の
提
言
を
読
み
砕

き
、
職
場
の
実
態
や
願
い
と
ど
の
点

が
重
な
っ
て
い
る
か
を
探
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
う
や
っ
て「
政
治
」を
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
引
き
付
け
、
求
め
る
政
治

の
方
向
性
を
見
え
や
す
く
し
て
職
場

で
議
論
を
進
め
て
い
き
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し
ょ
う
。
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２
０
０
７
年
10
月
１
日
の
郵
政
民
営

化
か
ら
12
年
（２
０
１
９
年
執
筆
）、

郵
政
民
営
化
の
た
た
か
い
は
随
分
と

昔
の
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
記

憶
と
記
録
を
も
と
に
当
時
の
た
た
か

い
に
つ
い
て
記
録
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

郵
政
民
営
化
は
、
１
９
９
０
年
代
初

頭
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
保
険
業
界
、
経

済
界
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の

「
年
次
改
革
要
望
書
」に
郵
貯
・簡

保
の
廃
止
、
民
営
化
が
毎
年
の
よ
う

に
要
求
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
端
を
発

し
ま
す
。
ア
フ
ラ
ッ
ク
な
ど
ア
メ
リ
カ
の

保
険
業
界
に
と
っ
て
、
簡
保
が
国
営

で
日
本
の
な
か
で
も
大
き
な
シ
ェ
ア
を

占
め
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
民
営
化

に
す
れ
ば
も
っ
と
市
場
に
参
入
し
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
要
求
の
背

景
に
あ
り
ま
す
。

橋
本
内
閣
の
省
庁
再
編
の
行
政
改

革
に
は
じ
ま
り
、
民
営
化
に
つ
な
が
る

一
連
の
動
き
と
し
て
、
２
０
０
１
年
の

郵
政
事
業
庁
発
足
、
２
０
０
３
年
の

日
本
郵
政
公
社
発
足
と
な
り
ま
す
。

郵
産
労
高
知
支
部
は
、
こ
れ
ら
の
動

き
に
対
し
て
、
２
０
０
１
年
に
大
学
教

授
、
障
が
い
者
団
体
会
長
、
新
婦
人
、

自
治
労
連
、
県
労
連
、
市
民
団
体

代
表
、
郵
政
Ｏ
Ｂ
ら
12
名
で
構
成
す

る
世
話
人
会
を
中
心
と
し
て「
郵
政

公
社
を
考
え
る
高
知
の
会
」を
結
成

し
ま
し
た
。

【
結
成
総
会
】２
０
０
１
年
11
月
23
日
、

高
知
短
期
大
学
の
関
根
教
授
を
学

習
会
講
師
に
40
人
。

新
居
浜
、
香
川
で
も
会
を
結
成
。

12
月
、
吾
北
村
、
本
川
村
、
大
川
村

を
訪
問
。
２
０
０
２
年
２
月
、
ド
イ
ツ

郵
便
事
情
視
察
。
４
月
４
日
、
徳
島

の
会
準
備
会
に
83
人
。
４
月
、
郵
政

公
社
を
考
え
る
懇
談
会
に
53
人
（局

会
議
室
）。

【
第
２
回
総
会
】２
０
０
２
年
11
月
に

開
催
し
、
広
岡
郵
産
労
本
部
書
記

長
を
学
習
会
講
師
に
28
人
。

12
月
、
第
三
種
郵
便
の
現
行
サ
ー

ビ
ス
存
続
を
求
め
る
意
見
書
が
53
市

町
村
中
31
自
治
体
で
採
択
。
２
０
０

３
年
６
月
、「
国
民
の
た
め
の
郵
政
公

社
を
」の
冊
子
２
５
０
冊
作
成
・普
及
。

２
０
０
３
年
10
月
４
日
、
共
産
党
衆

議
院
議
員
秘
書
の
山
下
さ
ん
に
よ
る

「
青
空
学
習
会
」を「
守
ろ
う
！
く
ら

し
・雇
用
・平
和
県
民
集
会
」で
企
画

し
、
２
０
０
人
。
２
０
０
４
年
２
月
、
イ

ギ
リ
ス
の
郵
便
事
情
視
察
。
３
月
、
ス

ト
ッ
プ「
郵
政
民
営
化
」ス
テ
ッ
カ
ー
を

１
万
枚
作
成
（新
婦
人
会
長
さ
ん
か

ら
自
宅
の
郵
便
受
け
に
民
営
化
反

対
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
ら
面
白
い

の
で
は
な
い
か
と
の
提
案
を
受
け
、
新

婦
人
の
会
員
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
を
作
っ

て
作
成
し
た
も
の

１
枚
30
円
）。
４

月
１
日
、
郵
政
公
社
発
足
。

【
第
３
回
総
会
】
２
０
０
３
年
４
月
４

日
に
開
催
し
、
愛
媛
大
学
山
本
教

授
が
記
念
講
演
。

６
月
～
９
月
、
郵
政
民
営
化
反
対

意
見
書
決
議
を
47
議
会
で
採
択
。

（次
号
に
続
く
）
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続
く
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労
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３
０
年
を
振
り
返
る

県
労
連
３
０
年
を
振
り
返
る

衆
議
院
選
挙
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職
場
を
変
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チ
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要
求
実
現
と
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て
議
論
を
進
め
よ
う

衆
議
院
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挙
は
職
場
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

要
求
実
現
と
合
わ
せ
て
議
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を
進
め
よ
う

９
月
30
日
に
自
民
党
の
総
裁
任
期
を
迎
え
ま
す
。
ま
だ
衆
議
院
選
挙
の

日
程
は
未
定
で
す
が
、
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【衆議院総選挙における立憲野党共通政策の提言】

１．憲法に基づく政治の回復

・平和憲法の精神を尊重し、アジアにおける平和の創出のためにあらゆる外交努力を行う。

・違憲の疑いの強い安保法制、共謀罪などの法律を白紙撤回する。

・地元合意もなく、環境を破壊する沖縄辺野古での新基地建設を中止する。

２．科学的知識に基づく新型コロナウイルス対策の強化

・医療従事者をはじめとするエッセンシャルワーカーの待遇改善を急ぐ。

・ワクチン開発をはじめ問題解決のための基礎的研究を積極的に支援する。

・コロナ禍による倒産、失業を防ぐため、あるいはすでに失業した人を救済するため、万全の財政支援を行う。

３．格差と貧困を是正する

・最低賃金の引き上げ、全国一律化により、ワーキングプアをなくす。

・雇用の形態にかかわりなく、働く人々に人間らしい生活を保障するために、住宅、教育、医療、介護につい

て公共的支援を拡充する。

・所得、法人、資産、消費の税制、および社会保険料負担を見直し、富裕層の負担を強化するとともに、低所

得層、中間層の負担の軽減を図る。

・企業の内部留保に対して、時限的な課税を行い、生活危機対策の財源とする。

４．エネルギー転換と地域分散型経済システムへの移行

・再生可能エネルギーの拡充により、原発のない脱炭素社会を実現する。

・エネルギー転換を軸としたイノベーションと地域における新たな産業を育成する。

・農業への支援を強め、食料安全保障を確保する。

５．自由で公平な社会の実現

・ジェンダー、人種、年齢などによる差別を許さないためのルールを確立する。

・誰もが対等に家庭を築き、働けるようにするため、家族制度、雇用制度に関する法律を見直すとともに、保

育、教育、介護などの対人サービスへの公的支援を拡充する。

６．権力の私物化を許さず、公平な行政を実現する

・緊急対策に名を借りた政府事業の不明朗な随意契約を精査し、税金の私物化や無駄を是正する。

・公文書の電子化による管理を体系化し、国民の知る権利を実現する。
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こうして地球の平和は今日も守られたのであった…

ローレンジャーは、皆さんからの４コマ漫画を
募集中！！ぜひ応募してね！！
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